
高病原性鳥インフルエンザへの対応について事例1

10月17日、胆振管内厚真町の家きん飼養農場で、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜が発生。概要は次のとおり。

１ 農場の概要
（１） 場 所：厚真町
（２） 飼養羽数：肉用鶏 約1.9万羽

２ 経 過
（１） 農場から道への通報
・ 日 時 令和６年10月16日（水）16時55分
・ 内 容 死亡羽数増加

（２） 立入検査
・ 胆振家畜保健衛生所が立ち入りし、Ａ型インフルエンザウイルス簡易検査を実施。
・ 同日21時に陽性を確認。

（３） 簡易検査
・ 石狩家畜保健衛生所に病性鑑定材料を搬送し、再度簡易検査を実施。
・ 同日23時45分に陽性を確認。

（４） 確定検査
・ 石狩家畜保健衛生所において、確定検査（遺伝子検査）を実施。
・ 翌17日（木）に確定検査で陽性を確認し、農林水産省との協議により、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜と判定。

（５） 対策本部会議
・ 判定前の17日９時に対策本部会議を開催し、10時から殺処分等の防疫作業を開始。

３ 周辺農場
移動制限区域（半径3km以内） 100羽以上 ： ２戸 約32万羽
搬出制限区域（3～10km） 100羽以上 ： ３戸 約39万羽

４ 実施体制（暫定値）
10月17日～20日（４日間）の防疫措置に従事した１日当たりの人数

区 分 人 数 内 訳

道 210人/日
家畜保健衛生所 30人/日（全14家保）
胆振総合振興局 60人/日
本庁 120人/日

市町村等 20人/日 苫小牧市、厚真町、むかわ町、安平町 農協、NOSAI

計 230人/日
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高病原性鳥インフルエンザへの対応について事例2

11月12日、上川管内旭川市の家きん飼養農場で、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜が発生。概要は次のとおり。

１ 農場の概要
（１） 場 所：旭川市
（２） 飼養羽数：採卵鶏 約4.4万羽

２ 経 過
（１） 農場から道への通報
・ 日 時 令和６年11月11日（月）８時30分
・ 内 容 死亡羽数増加

（２） 立入検査
・ 上川家畜保健衛生所が立ち入りし、Ａ型インフルエンザウイルス簡易検査を実施。
・ 同日11時に陽性を確認。

（３） 簡易検査
・ 上川家畜保健衛生所に病性鑑定材料を搬送し、再度簡易検査を実施。
・ 同日14時00分に陽性を確認。

（４） 確定検査
・ 上川家畜保健衛生所において、確定検査（遺伝子検査）を実施。
・ 翌日（12日（火））に確定検査で陽性を確認し、農林水産省との協議により、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜と判定。

（５）対策本部会議
・ 判定前の11日19時に対策本部会議を開催し、12日1時から殺処分等の防疫作業を開始。

３ 周辺農場
移動制限区域（半径3km以内） 100羽以上 ： ２戸 約4.3万羽
搬出制限区域（3～10km） 100羽以上 ： ２戸 約800羽

４ 実施体制（暫定値）
11月12日～13日（２日間）の殺処分完了までに従事した１日あたりの人数

区 分 人 数 内 訳

道 180人/日
家畜保健衛生所 30人/日（全14家保）
上川総合振興局 60人/日
本庁 90人/日

市町村等 30人/日 旭川市等

計 210人/日


